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環境に配慮した反応性界面活性剤

アクアロンKHシリーズ

　塗料や粘接着剤の市場開発において、「 VOC（ 揮発
性有機 化合物）排出抑制 」は、最も重要な要素の一
つです。VOCは大気汚染や作業者の健康阻害、また
シックハウスの原因の一つになるため抑制が望まれて
います。そのことから、塗料や粘接着剤の水系化が加
速しています。
　水系の塗料や粘接着剤の主要成分であるポリマー
ディスパージョンは一般的に乳化重合法で製造します。
乳化重合法は界面活性剤が必要不可欠で重合後は、ポ
リマー粒子の安定化に寄与するものの、物理的に吸着
しているため、遊離が容易におこります。その結果、ポ
リマーエマルションの泡立ちや、ポリマーフィルムの耐
水性の低下を招くなど、塗料や粘接着剤の物性は著し
く低下します。一方、反応性界面活性剤を使用すると
乳化重合反応の過程では通常の界面活性剤と同様の挙
動を示し、重合後はポリマー粒子表面に化学的な共有
結合で固定化するため遊離する界面活性剤がほとんど
ありません（ 図1）。これによりポリマーエマルションの
泡立ちが少なく、また界面活性剤が表面にブリードアウ
トしない非常に耐水性に優れたポリマーフィルムが得ら
れ、塗料や粘接着剤の物性を保持できます（ 図2）。

　当社は40 年以上前から反応性界面活性剤を製造し
ており、より機能を引き出す改良を重ねた環境配慮型
のアクアロンKHを販売しています（ 図 3）。
　アクアロンKHを用いた乳化重合法のポリマーエマル
ションは次の特長があります。①重合安定性は従来の
界面活性剤と同等以上です。②泡立ちが少なく、消泡
速度の速いエマルションが得られるので、ポリマーフィ
ルムにした際に泡によるピンホールの発生を抑制しま
す。 ③ 極めて耐 水性の 優れたポリマーフィルムが 得
られるため、膨潤や白化を抑制することができます。
④機械的安定性に優れたエマルションを製造すること
ができます。
　アクアロンKHはアクリル系モノマーと高い共重合性を
示しますが処方によっては、希望の共重合率まで上がら
ないことがあります。その際には、TMPTMAやEGDMA
などの多官能性モノマーを添加することで共重合率を上
げることができます。ポリマーフィルムの耐水性を向上
させるなど優れた物性を付与できる知見を持っています。
　お客様と対話することでより最適なアクアロンKHを
用いた処方をご提案しています。

1. 反応性界面活性剤の機能 2. 環境配慮型アクアロンKHシリーズ
この日は白檀の涼しげな香りが

漂っていました。

取材でお伺いした負野薫玉堂さんには

気軽に楽しめるお香や匂い袋も揃っています。

香り漂う文
ふみ

をしたため送る、『 ふみ香』をみつけました。

財布やかばん、名刺入れに忍ばせて使います。

ふみ香は京都名産品協同組合主催の「 京ものコンクール」で準グランプリを受賞されています。
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締切　2015年5月11日 必着　当選者発表は発送をもって代えさせていただきます。

　季節の息吹を意識した春号となっています。
未 来 作りの新5カ年計画がスタートしました。
貫くキーワードは「 飛躍 」です。新しいロゴマー
クには、早く実らせたい1000 億円への架け橋
を描きました。開く表紙に新工場、治める表紙
で新たな会社イメージを取り上げました。さり
げなく地球を支えて化学で世界を楽しくします。

財界のお方から座右の銘を伺いました。『 そは
水の音、風の戯れ 』。静かにあわてず楽しむ、
と解しました。さて自分は。凡ながら、あきら
めないことと答えました。季節の香りが新素材
の技術的紹介をワクワクさせてくれます。創業
ゆかりの地を訪ねて歴史の新しい始まりを報告
しました。（ 隆 ）
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耐水試験の外観
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図1
ポリマー粒子の
表面状態

図 3
アクアロンKHの
構造式

《 略語解説 》
  TMPTMA ： Trimethylolpropane Trimethacr ylate
  EGDMA ： Ethyleneglycol Dimetacr ylate
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Present 『ふみ香』を5名様にプレゼント
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